
1810
1830
1844
1848
1849
1851
1855
1858
1863
1867
1875

1879
1880
1882
1896

1897

ゲーテ『色彩論』
リバプールとマンチェスターの間に鉄道が開設
サミュエル・モースが初めて電信を送る
マルクス ＋ エンゲルス『共産党宣言』
ジョン・ラスキン『建築の七燈』
第 1回ロンドン万国博覧会開催
第 1回パリ万国博覧会開催
蓄音機が発明される
ロンドンで地下鉄が開通
カール・マルクス『資本論』
オフセット印刷技術が開発される
グラハム・ベルが電話の特許を提出
トーマス・エジソンが電球を発明
アーツ・アンド・クラフツ運動が開始
センチュリー・ギルド設立
アンリ・ベルクソン『物質と記憶』
イギリスで田園都市運動が開始
ウィーン分離派結成

1900
1902
1903 
1906 
1907  

1908 

1909

ジークムント・フロイト『夢判断』
マックス・プランクが「量子仮説」を提唱
ジョルジュ・メリエス『月世界旅行』
ライト兄弟が有人動力の航空機を初飛行
岡倉天心『茶の本（�e Book of Tea）』
夏目漱石『草枕』
ドイツ工作連盟結成
ヴァイマール美術工芸学校創立
ペーター・ベーレンスが A EG のデザインを担当
アドルフ・ロース『装飾と犯罪』
フォード社が「T型フォード」を発売開始
「マーケティング」という概念の誕生
F・T・マリネッティ『未来派宣言』

1911
1914

1915
1916

1917

 
1918 
1919

シュンペーターが「イノベーション理論」を提唱
第一次世界大戦勃発
東京駅丸の内駅舎が辰野金吾によって建設される
イギリス・デザイン産業協会が設立
トリスタン・ツァラ『ダダ宣言』
アルベルト・アインシュタイン『一般相対性理論』
マルセル・デュシャン「泉」
ロシア十月革命
デ・ステイルが活動開始
第一次世界大戦終了
バウハウスがワイマールで開校

1920
1921

 
1923
 
1924 

1925 

1926 

1927 
1928 

1929

タトリン「第 3インターナショナル記念塔」
ココ・シャネルが「シャネル N°5」を販売開始
ミース・ファン・デル・ローエが
「フリードリヒ街オフィスビル案」を発表
ル・コルビュジエ『建築をめざして』
フランク・ロイド・ライト「帝国ホテル」
アンドレ・ブルトン『シュルレアリスム宣言』
シュレディンガー量子力学の波動方程式を発表
エイゼンシュテイン『戦艦ポチョムキン』
ドイツとイギリスで初めてのテレビ実演
タイポグラフィ誌『フラーロン』発刊
「日本民藝美術館設立趣意書」発刊
柳宗悦を中心として民藝運動がはじまる
マルティン・ハイデッガー『存在と時間』
フリッツ・ラング『メトロポリス』
西田幾多郎『絶対矛盾的自己同一』
ヤン・チヒョルト『Die Neue Typographie』
第 1回 CIAM（近代建築国際会議）が開催
世界大恐慌の始まり
MoMA（ニューヨーク近代美術館）開館

1932
1933

1934

1936

1937
1938
1939

オルダス・ハクスリー『すばらしい新世界』
ロンドン地下鉄路線図（Tube Map）
第 4回 CIAM にて「アテネ憲章」が採択される
第 1回ミラノ・トリエンナーレ開催
ブルーノ・タウト来日、桂離宮を案内される
ドイツでナチズムが政権掌握
ユクスキュル『生物から見た世界』
オットー・ノイラート「アイソタイプ」開発
ヴァルター・ベンヤミン『複製技術時代の芸術』
ニコラウス・ペヴスナー『モダンデザインの展開』
チャーリー・チャップリン『モダンタイムス』
和辻哲郎『風土』
アラン・チューリングが汎用的な電子機器
（ソフトウェアの概念）を考案
パブロ・ピカソがパリ万博で「ゲルニカ」を準備
鈴木大拙『禅と日本文化』
谷崎潤一郎『陰翳礼讃』
第二次世界大戦勃発

1943
1944
1945

1947

1948

1949

IKEA 設立
ジョージ・ケペッシュ『視覚言語』
モーリス・メルロー＝ポンティ『知覚の現象学』
ヴァネバー・ブッシュ「Memex」を開発
第二次世界大戦終了
ジークフリート・ギーディオン『機械化の文化史』
アドルノ ＋ ホルクハイマー『啓蒙の弁証法』
ノーバート・ウィーナー『サイバネティックス』
ベル研究所が世界初のトランジスタラジオを発表
レゴ・ブロック発売
毛沢東が中華人民共和国を宣言

1950

1951

1952
1953
1954

1955
1956
1957

1958
1959

ヴィトラ社設立
カラーテレビ放送開始
レイモンド・ローウィ『口紅から機関車まで』
アメリカで世界初のカラーテレビが開発される
ジョン・ケージ「4分 33秒」
ウルム造形学校が開校
ピーター・ドラッカーが『現代の経営』で
マネジメントとイノベーションを説く
バックミンスター・フラー「ジオデシック・ドーム」
ベトナム戦争が勃発、1975年まで続く
アレン・ギンズバーグ『吠える』
グッドデザイン制度が発足
欧州経済共同体の基礎となるローマ条約が締結
Univers活字 / Helvetica活字がリリース
『ノイエ・グラフィーク』創刊
マイルス・デイヴィス『カインド・オブ・ブルー』
黒川紀章らが建築運動「メタボリズム」を発起

1960

1961 

1962

1963

1964

1965 

1966 

1967

1968 

1969

バンハム『第一機械時代の理論とデザイン』
クレメント・グリーンバーグ「モダニズムの絵画」
世界デザイン会議開催
ヨハネス・イッテン『色彩論』
アーキグラム結成
ベルリンの壁を建設
クロード・レヴィ＝ストロース『野生の思考』
フルクサスが活動開始
ヨゼフ・アルバース『色彩構成』
アイヴァン・サザーランド「スケッチパッド」開発
マーシャル・マクルーハン『メディア論』
カール・ゲルストナー『デザイニング・プログラム』
ブランド『ホール・アース・カタログ』
アンドレ・ルロワ＝グーラン『身ぶりと言葉』
ソンタグ「《キャンプ》についてのノート」
ダグラス・エンゲルバートが「マウス」を開発
東京オリンピック開催
バーナード・ルドフスキー『建築家なしの建築』
テッド・ネルソン「ハイパーテキスト」を提案
ヴェンチューリ『建築の多様性と対立性』
J・J・ギブソンが「アフォーダンス」を提唱
ハイパーテキスト・システム開発
ナイサー『認知心理学』（認知革命へ）
ハーバート・サイモン『システムの科学』
シャノン『コミュニケーションの数学的理論』
エミール・ルーダー『タイポグラフィ』
ギー・ドゥボール『スペクタクルの社会』
スタンリー・キューブリック『2001年宇宙の旅』
イームズ夫妻『Powes of Ten』
アラン・ケイが「Dynabook」を構想
プラハの春、フランス五月革命
アポロ 11号が月面着陸
ウッドストック・フェスティバル開催

1970

1971
1972

1973

1974
1975

1976

1977

1978

1979

ジャン・ボードリヤール『消費社会の神話と構造』
ザ・ビートルズ解散
大阪万博開催
パパネック『生きのびるためのデザイン』
グレゴリー・ベイトソン『精神の生態学』
ミュンヘンオリンピックでオトル・アイヒャーが
ピクトグラムを作成
ローマクラブ「成長の限界」
トマス・ピンチョン『重力の虹』
マトゥラーナ ＋ ヴァレラ「オートポイエーシス」
ゼロックス PARC が世界初の PC「アルト」を発表
IC カード開発
マンデルブロ「フラクタル理論」を提唱
ブライアン・イーノがアンビエントミュージックを作成
ロザリンド・クラウスら『オクトーバー』創刊
変動相場制が IMF 暫定委員会で承認
アレグザンダー『パタン・ランゲージ』
ジェンクス『ポスト・モダニズムの建築言語』
レム・コールハース『錯乱のニューヨーク』
イエロー・マジック・オーケストラ（YMO）結成
柄谷行人『隠喩としての建築』
ピエール・ブルデュー『ディスタンクシオン』
ソニーがウォークマン発売
アルス・エレクトロニカが開催

1980

1981

1982
1983

1984

1985

1986

1987
1988

1989

ドゥルーズ＝ガタリ『千のプラトー』
アルビン・トフラー『第三の波』で情報社会を予言
株式会社良品計画が「無印良品」を発売開始 
MTV が放映開始
エットレ・ソットサスを中心に「メンフィス」結成
ヨゼフ・ミュラー＝ブロックマン
『Gryd systems in graphic design』
リドリー・スコット『ブレードランナー』
浅田彰『構造と力』
任天堂から「ファミリーコンピュータ」が発売
映画『ワイルド・スタイル』とヒップホップ文化
ウィリアム・ギブスン『ニューロマンサー』
アップルが「マッキントッシュ」を発売
国連が「環境と開発に関する世界委員会」を設置
ニューエイジが流行
マーヴィン・ミンスキー『心の社会』
ダナ・ハラウェイ「サイボーグ宣言」
「MIT メディアラボ」が設立
「Adobe Illustrator」発売開始
チェルノブイリ原子力発電所で事故
ラトゥールが「アクターネットワーク理論」を提唱
ドナルド・ノーマン『誰のためのデザイン ?』
荒川修作 ＋ マドリン・ギンズ『意味のメカニズム』
ゴダールが『ゴダールの映画史』を作成開始
「ユビキタス・コンピューティング」の提唱
「インターネット」が登場
ユニヴァーサル・デザインが提唱される
ジャロン・ラニアー「バーチャル・リアリティ」
ベルリンの壁崩壊

1990
1991

1993

1994
1995
1996

1997

1999

「Adobe Photoshop」発売開始
IDEO デビッド・ケリー「デザイン思考」
「Anyカンファレンス」がスタート
Apple社が「クイックタイム」を開発
湾岸戦争勃発
ソビエト連邦崩壊
ヴィレム・フルッサー『デザインの小さな哲学』
米政府が「情報スーパー・ハイウェイ構想」を提案
EU が成立
W3C 創設
Microsoftが「Windows 95」を発売
ワーマン『Information Architects』
ソーカル事件
グーグル設立
京都議定書採択
人間中心設計プロセス「ISO 13407」制定
W3C が「WCAG」を勧告
ブログサービス「Blogger」がスタート
P2P 技術の「Napster」がサービス開始

2000
2001

2002
2003

2005
2006
2007

2008
2009

ネグリ ＋ ハート『〈帝国〉』
レフ・マノヴィッチ『ニューメディアの言語』
東浩紀『動物化するポストモダン』
アメリカ同時多発テロ事件
せんだいメディアテーク開館
ジョン・ヘスケット『デザイン的思考』
原研哉『デザインのデザイン』
ヒトゲノム計画完了
「YouTube」がサービス開始
クラウス・クリッペンドルフ『意味論的転回』
アップルがタッチ式 GUI の「iPhone」を発売
Amazonが Kindleを発売
有機 EL ディスプレイテレビ開発
メイヤスー、ハーマンらで「思弁的実在論」の会議を開催
サトシ・ナカモトがビットコインの論文発表
ティム・ブラウン『デザイン思考が世界を変える』

2010

2011
2012
2013
2014

2015

2016

アップルが「iPad」を発売
「Instagram」がサービス開始
「UX」という概念が国際規格に登場
東日本大震災と福島第一原子力発電所事故
「Facebook」のアクティブユーザーが 10億人に
ヴィヴェイロス・デ・カストロ『食人の形而上学』
マルクス・ガブリエル『なぜ世界は存在しないのか』
トマ・ピケティ『21世紀の資本』
ケンドリック・ラマー『To Pimp a Butter�y』
ティム・インゴルド『メイキング』
国際地質学会議が「人新世」を発表

アール・ヌーヴォー アール・デコ

流線型デザイン

バウハウス ミッド・センチュリー

スイス・インターナショナル・スタイル

スペース・エイジ デジタル・エイジ

ポスト・インターネット

スペキュラティヴ・デザイン

ポップ・アート ネット・アート

デザイン・シンキング

ユーザー中心デザイン

フラット・デザイン

ドイツ工作連盟 ウルム造形大学

ポストモダニズム

デコンストラクショニズム

未来派

ヴィクトリア朝文化

アーツ・アンド・クラフツ運動
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